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Ⅰ-1-(1) 被災者の生活再建及びすまい確保に向けた支援  
【令和7年8月豪雨からの復旧】

1.被災者生活再建支援事業

予算額9百万円（9百万円）
 [健康福祉政策課]

○ 被災者生活再建支援制度を補完し、被災者生活再建支援法非適用の市町村で全壊等の被害を受けた被災世帯を対
象に県独自の支援を行う

○ 被災者が一日も早く被災前の生活を取り戻すために必要となる「すまいの確保」に向けて、その再建を後押しす
る各種支援策を実施する

被災者生活再建支援法非適用の市町村で全壊～中規模
半壊の被害を受けた被災世帯への支援金の支給

○全体事業費：5百万円 ○負担割合：県10/10
○事業主体 ：市町村 ○事業期間：令和7年度～

2.住まいの再建支援事業

自宅再建や民間賃貸住宅入居等に係る助成制度を創設し、
応急仮設住宅へ入居等を行っている被災者の住まいの再建を
支援

○全体事業費：4百万円 ○負担割合：県10/10
○事業主体 ：県及び市町村
○事業期間 ：令和7年度～

 （1）県事業

①リバースモーゲージ利子助成 ②自宅再建利子助成

（2）市町村事業

 ③民間賃貸住宅入居助成       ④公営住宅入居助成
 ⑤転居費用助成 

※熊本市分については、熊本市においてR7.11月補正
予算で予算化予定
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(1)県立学校施設の復旧 [施設課]  ３億２百万円
⑦小川工業高校（宇城市）2億28百万円 等

(2)文化財の復旧 [文化課]  １６百万円
⑧熊本城跡 他4件

(1)農地・農業用施設の復旧 [農地整備課]  ５億７百万円
⑤東部幹線用水（美里町） 50百万円 等

(2)山地災害の復旧 [森林保全課]  ６億９７百万円
⑥倉江（上天草市） 89百万円 等

(1)公共土木施設の災害復旧 [河川課] １億３１百万円

①国道57号（宇城市）    43百万円 等

(2)土石流等発生箇所における砂防関係施設の整備 [砂防課] 
８億９４百万円

②徳王1丁目（熊本市） 1億65百万円
③久立（美里町）  78百万円 等

(3)河川の土砂撤去 [河川課]  ３億６５百万円

④筒川（美里町）   1億10百万円 等

Ⅰ-3 社会・産業インフラの機能回復
【令和7年8月豪雨からの復旧】

１ 公共土木施設の復旧費等（土木部） １3億91百万円

○ 令和７年８月豪雨によって、県内各地で公共土木施設や農林水産関連施設などに被害が発生
○ 11月補正予算では、９月補正予算時に判明していなかった箇所の復旧に要する工事費などを予算化し、災害か
らの速やかな復旧を図る

④堤迫川（美里町）
⑧砂川（宇城市）

【査定情報①】

⑥倉江（上天草市）

⑦上豊内1地区（甲佐町）

①国道443号（美里町）

④筒川（美里町）③久立（美里町）

⑥岡谷川（八代市）

予算額29億13百万円（57百万円）
［土木部、農林水産部、教育委員会］

⑨漂着流木等（荒尾市）
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２ 農林水産業関連施設の復旧（農林水産部）12億４百万円

３ その他施設の復旧（学校施設、文化財） 3億19百万円

⑧
⑤東部幹線用水（美里町）

①国道57号（宇城市） ②徳王1丁目（熊本市）

【内訳】
土木 1,390,581千円（27,581千円）
（１）公共土木施設 131,141千円（141千円）
直轄災害復旧事業費負担金 129,000（0）
河川等単県災害復旧費   2,141（141）
（２）砂防関係施設 894,440千円（27,440千円）
砂防課全事業
（３）土砂撤去 365,000（0）
河川掘削事業 365,000（0）

農林 1,203,890千円（24,890千円）
（１）農地・農業用施設
団体営農地等災害復旧事業 355,210千円（6,210千円）
県営農地等災害復旧事業 151,500千円（4,500千円）
（２）山地災害
緊急治山事業 276,000千円（10,000千円）
単県治山事業（県営） 297,000千円（1,000千円）
単県治山事業（市町村営） 101,680千円（1,680千円）
林地崩壊防止事業 22,500千円（1,500千円）

その他 318,730千円（4,747千円）
（１）学校施設
県立学校施設災害復旧事業 302,278千円（1,295千円）
（２）文化財
文化財災害復旧事業 16,452千円（3,452千円）

⑦小川工業高校体育館 ⑧熊本城跡
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○全体事業費：15百万円
〇事業内容 ：東京銀座ソニーパーク（銀座熊本館隣）における、

スペシャルイベントの開催
〇負担割合 ：県10/10（企業版ふるさと納税を活用）
〇事業期間 ：令和7年度

○ ＴＳＭＣの熊本進出、くまモンの活動及
び本県出身者の活躍などで首都圏における
熊本の認知度は着実に向上している

〇 県内企業から、東京での復興イベントの
開催を前提とした寄付の申し出があってい
る

○ 熊本の認知度を更に高めるための絶好の
機会が訪れている

＜現状・課題＞ ＜事業概要＞

県内に立地している企業などから
寄付いただいた企業版ふるさと納税

くまもとモン×東京銀座
・松屋銀座、銀座料飲組合加盟店、その他飲食店等での熊本フェア

・銀座ソニーパークでのスペシャルイベント（全国の自治体で初）

Ⅰ-4-(1) 東京ど真ん中から実施する熊本の情報発信 
【令和7年8月豪雨からの復旧】

予算額15百万円（-）
[東京事務所]

○ 熊本地震から10年の節目を迎えるにあたり、創造的復興を後押しいただいた方々への感謝の気持ちや、今年８

月の豪雨災害からの復興に取り組む姿などを発信

〇 これまでの度重なる被災から立ち上がってきた熊本の姿を首都圏から大々的に発信することで、話題性を高め、

本県の存在を国内外に広くアピールする

【スペシャルイベントの内容】

●日時：令和8年1月31日～2月1日 ※年明けの銀座を飾るイベント「くまもとモン×東京
銀座」（通称：銀座ジャック、令和8年1月21日（水）から）の期間中

●場所：銀座ソニーパーク(銀座熊本館隣）

●内容：大型モニターなど最新機器を活用した復興に取り組む姿の紹介
いぐさ・畳などの紹介や伝統芸能の上演 など

＜イメージ図＞

熊本地震、令和２年７月豪雨、令和７年８月豪雨など度重なる災害
から復興する熊本の姿を首都圏から発信
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